
（様式第１号）（第５条関係）

令和 8 年 ● 月 ● 日

軽井沢町長　様
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⑶ 0

電話番号

●●-●●-●●

電話番号

●●-●●-●●

株式会社　軽井沢税務課リゾート　代表取締役　軽井　沢子

総支配人　軽井　沢太

●●●－●●●●

長野県北佐久郡軽井沢町●●●1－2

　　　　２　課税対象及び課税対象外の宿泊数及び区分毎の宿泊料金が宿泊年月日ごとに記入された書類を添付してください。

１人１泊６千円以上
１万円未満の宿泊

50 200円 10,000

所在地

申告年月 8 年 ● 月分

区　　分 宿　泊　数 税　率

令和 0

25,000

１人１泊10万円
以上の宿泊

0 700円 0

１人１泊１万円以上
10万円未満の宿泊

100 250円

１人１泊１万円以上
10万円未満の宿泊

0 250円 0

年申告年月

１人１泊10万円
以上の宿泊

0 700円 0

税　率

１人１泊６千円以上
１万円未満の宿泊

0 200円 0

税　　　　　額区　　分 宿　泊　数

申告年月 令和 0 年 0 月分

課税対象外 0

備
考

⑴ 0

⑵ 0

⑶ 0

0 700円 0

区　　分 宿　泊　数 税　率

１人１泊６千円以上
１万円未満の宿泊

0 200円 0

税　　　　　額

　　　　　⑵　軽井沢町宿泊税条例第３条の規定により課税免除される宿泊

　　　　　⑶　外国の大使等の任務遂行に伴う宿泊

（注）　

　　　　１　住宅宿泊事業に係る施設にあっては、「名称又は届出番号」欄に、住宅宿泊事業法（平成29年法律第65号）第13条
            の標識に記載された届出番号を記載してください。

　　　　３　申告すべき宿泊税額が０円の場合も申告書を提出してください。

軽井沢町税務課ホテル

●●●●

　　　　４　備考欄には、次の区分により課税対象外の宿泊数の内訳を記入してください。

　　　　　⑴　１人１泊６千円未満の宿泊

課税対象外 0

備
考

⑴ 0

⑵ 0

⑶ 0

１人１泊１万円以上
10万円未満の宿泊

0 250円 0

１人１泊10万円
以上の宿泊

宿泊税納入申告書

令和

税　　　　　額

0 月分

住所（所在地）

この申告に応答する者の
部署名及び氏名

名称又は届出番号

特
別
徴
収

義
務
者 氏名（法人名）

施
設

証票番号

課税対象外 55

●●●－●●●●

東京都●●区●●１－２

備
考

⑴

●●-●●-●●

電話番号

50

⑵ 5

受付印

1

2

3

4

5

6

7

は、申告納入期限の

特例がある場合のみ使用します。
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宿泊税納入申告書（様式第１号）記入の手引き 

 

① 「年月日」欄  

納入申告書の提出年月日を記載してください。  

 

② 「特別徴収義務者」欄  

・登録している特別徴収義務者の情報を記載してください。  

・「この申告に応答する者の部署名及び氏名」欄には、申告内容に係る町からの問合せに

対応いただく方の部署名及び氏名を記載してください。 

 

③ 「施設」欄   

・宿泊施設の所在地及び名称を記載してください。  

・住宅宿泊事業の場合は、「名称又は届出番号」欄に住宅宿泊事業の届出受理の際に発行

される標識に記載された届出番号を記載してください。  

 

・「証票番号」欄には、宿泊税特別徴収義務者証票（※）の右上に記載の番号を記載してく

ださい。※特別徴収義務者に登録申請をした方に、5 月中旬以降順次送付いたします。 

 

④ 「申告年月」欄  

・申告の前提となる宿泊行為があった年月（納入申告書の提出月の前月）を記載してくだ

さい。 

例：提出期限が令和８年７月末日の申告・・・「令和８年６月分」と記載 

提出期限が令和８年８月末日の申告・・・「令和８年７月分」と記載  

 

⑤ 「宿泊数」「税額」欄  

・「宿泊数」欄には、それぞれの税区分に対する宿泊数を記入してください。 

なお、宿泊税月計表の「計」欄と合致していることを必ず確認してください。 

・「税額」欄には、宿泊数に税率を乗じた額を記載してください。 

 （Excel で作成する場合には、自動計算となっています） 

・「備考欄」には、次の区分による課税対象外の宿泊数の内訳を記入してください。 

1. １人１泊６千円未満の宿泊 

2. 軽井沢町宿泊税条例第３条の規定により課税免除される宿泊 

3. 外国の大使等の任務遂行に伴う宿泊 

なお、宿泊税月計表の「計」欄と合致していることを必ず確認してください。 



⑥ ⑦ この記載欄は、申告納入期限の特例の適用を受けている場合に使用します。  

特例の適用を受けていない場合は、１段目の「宿泊数」「税額」欄（⑤）のみ使用し、申告書１

枚につき、１月分の申告としてください。  


